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長野・沖縄交流プログラム 2025（沖縄県との若者交流事業）実施要項 

１ 目的 

  本事業は、「長野県及び沖縄県の交流連携協定」に基づき、両県の若者が相互に訪問・交流を行う

ことにより、自然・文化・歴史等、対極的な魅力を有する両地域への理解を深めるとともに、郷土へ

の愛着を育み、地域づくりの担い手となる人材の育成を図ることを目的とする。 

 

２ 主催 

  長野県側：長野県将来世代応援県民会議 

  沖縄県側：友愛交流構築事業実行委員会 

 

３ 実施期間 

（１）沖縄秋期交流プログラム：事前研修 令和７年 10月 19日（日）午後 

               沖縄訪問 令和７年 11月３日（月・祝）～６日（木）３泊４日 

事後研修 令和７年 11月 16日（日）午後 

 

（２）長野冬期交流プログラム：事前研修Ⅰ 令和８年 1月 11日（日）午後 

               事前研修Ⅱ 令和８年１月 25日（日）午後 

長野受入  令和８年２月５日（木）～８日（日）３泊４日 

              事後研修  令和８年２月 22日（日）午後 

 

４ 実施場所 

（１）沖縄秋期交流プログラム：沖縄本島 

（２）長野冬期交流プログラム：長野県内（北信地域） 

 

５ 実施内容（予定） 

（１）沖縄秋期交流プログラム 

期日 会場・宿舎等 プログラム 

10月 19日（日） 松本市内 ○事前研修 事業の概要説明、参加者の心構え、 

      沖縄の歴史や風土、参加者の交流 

11月３日（月・祝） 
沖縄本島 

那覇市内ホテル３泊 

○開会式 

○自然学習（マリンアクティビティー等） 

○歴史学習（沖縄の歴史的な史跡等を巡る） 

○文化学習（沖縄の工芸・芸能等を体験する） 

○平和学習（糸洲の壕等、沖縄戦の概要を学び、平

和についての理解を深める） 

○交流会 

○閉会式 

11月４日（火） 

11月５日（水） 

11月６日（木） 

11月 16日（日） 松本市内 〇事後研修 振り返り 
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（２）長野冬期交流プログラム 

期日 会場・宿舎等 プログラム 

１月 11日（日） 松本市内 ○事前研修Ⅰ事前学習、ホストとしての心構え、 

交流レクの企画、参加者の交流 

１月 25日（日） 松本市内 〇事前研修Ⅱ事前学習、ホストとしての心構え、 

交流レクの企画、参加者の交流 

２月５日（木） 東北信地域 

（長野市、山ノ内町

等） 

ホテル等３泊 

○開会式 

○自然学習（スノーアクティビティー等） 

○歴史学習（長野の歴史的な史跡等を巡る） 

○文化学習（長野の工芸・芸能・食等を体験する） 

○平和学習（平和について理解を深める） 

○交流会 

○閉会式 

２月６日（金） 

２月７日（土） 

２月８日（金） 

２月 22日（日） 松本市内 〇事後研修 振り返り 

 

６ 募集対象 

県内に在住、在勤又は在学する 18歳から 39歳の若者。 

 

７ 参加条件 

（１）原則沖縄秋期交流プログラム及び長野冬期交流プログラムの両方に参加できる者。 

（２）事前・事後研修の全ての日程に参加できる者。 

（３）その他、主催者が適当と認めた者。  

 

８ 募集人数 

  15人 

 

９ 参加費用 

（１）40,000円（沖縄秋期交流プログラム、長野冬期交流プログラムの両方参加の場合） 

   （旅行代金39,000円・旅行傷害保険1,000円） 

旅行代金は、航空券・現地移動・宿泊・食事・プログラム参加費を含む。 

（２）参加決定後の辞退者には、キャンセル料を徴収する場合がある。 

（３）参加費用は、令和７年10月３日（金）までに納入するものとする。 

（４）期日までに納入が確認できない場合には、補欠者に参加枠を移行する場合がある。 

 

10 応募方法 

  下記に記載のURLまたは二次元コードからアクセスし、必要事項を入力のうえ、申込む。 

  URL：https://qa.nta.co.jp/Q/auto/ja/94204531/wakamono1/ 

https://qa.nta.co.jp/Q/auto/ja/94204531/wakamono1/
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11 応募期間 

  令和７年８月７日（木）～令和７年９月８日（月） 

 

12 参加者の選考・決定 

（１）申し込みフォームに記載した内容をもとに、本事業の選考委員会が設けた選考基準により参加者

を決定し、９月25日（木）までに、選考結果を通知するものとする。 

   また、選考にあたっては、必要に応じZoomによるオンライン面談を行う場合がある。 

（２）決定した参加者が辞退した等により欠員が生じた場合に備え、次点の順位の者から補欠者を決定

する。また、欠員等が生じた場合、追加参加者となる補欠者には、10月10日（金）頃から通知する

ものとする。 

（３）選考の結果については、個別の問い合わせに応じないものとする。 

 

 


